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一般会計決算特別委員会質疑

小
児
初
期
救
急
医
療
体
制
の
広
域
化

に
よ
り
、
来
年
３
月
で
保
健
医
療
セ

ン
タ
ー
で
の
小
児
救
急
診
療
が
廃
止
と
な
る

が
、
子
育
て
支
援
と
子
ど
も
に
優
し
い
茨
木

市
を
め
ざ
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
小
児
救
急
電
話

相
談
＃
８
０
０
０
番
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の

か
。

既
に
始
ま
っ
て
い
る
広
域
化
し
た
小

児
初
期
救
急
の
運
営
に
あ
た
っ
て
、

て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

学
校
の
消
費
者
教
育
は
、
学
習
指
導

要
領
に
よ
り
、
一
般
的
な
啓
発
事
業

は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
き
た
が
、

幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、
総
合
的
か
つ
一

体
的
な
教
育
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
教
育
委

員
会
や
高
齢
福
祉
部
門
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
部

門
と
の
連
携
を
模
索
し
な
が
ら
推
進
し
て
い

く
。

一
般
会
計  

　
　 

特
別
委
員
会

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
備
え
た
積

立
金
は
年
々
増
加
し
、
財
政
調
整
基

金
の
取
り
崩
し
も
し
て
い
な
い
中
で
、
事
業

債
の
発
行
額
も
減
少
し
て
い
る
。
黒
字
圧
縮

で
生
ま
れ
た
財
源
は
、
で
き
る
限
り
次
年
度

に
繰
り
越
し
、
福
祉
充
実
の
た
め
の
施
策
を

積
極
的
に
展
開
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

現
在
暮
ら
し
て
い
る
市
民
の
福
祉
施

策
の
充
実
と
、
将
来
世
代
に
対
す
る

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
朝
田
　
　
充

問答

 

福
祉
充
実
の
た
め
の
行
財
政
運
営
を

市
の
会
議
等
の
た
め
に
、
公
共
施
設

附
帯
駐
車
場
を
利
用
し
た
場
合
、
審

議
会
委
員
は
駐
車
場
料
金
が
免
除
と
な
る

が
、
そ
れ
以
外
の
団
体
は
免
除
と
な
ら
な
い
。

市
が
会
議
等
で
招
集
し
た
場
合
は
、
駐
車
場

料
金
を
免
除
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

駐
車
場
料
金
免
除
に
つ
い
て
は
、
負

担
と
利
用
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

今
年
度
か
ら
審
議
会
へ
の
出
席
等
に
限
り
、

免
除
と
し
て
い
る
。
他
の
団
体
も
免
除
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
に
よ
っ
て
判

断
に
ば
ら
つ
き
が
出
な
い
よ
う
、
一
定
の
調

整
を
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
浩

問答

 

市
関
係
団
体
の
駐
車
場
料
金
免
除
を

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
青
木
　
順
子

問答 　
小
児
救
急
へ
の
取
り
組
み
は

情
報
化
社
会
で
は
、
消
費
生
活
に
お

け
る
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
正
し

く
安
全
な
選
択
が
求
め
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち

を
取
り
巻
く
環
境
も
ま
た
日
々
変
化
し
て
い

る
が
、
学
校
現
場
で
は
ど
の
よ
う
な
消
費
者

教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
今
後

の
進
む
べ
き
方
向
性
や
計
画
の
策
定
に
つ
い

問

答

　
消
費
生
活
相
談
と
啓
発
の
拡
充
を

　
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
は
、
委
員
長
に
坂

口
康
博
委
員
（
公
明
党
）
を
選
任
し
、
９
月
13
日・

17
日
・
18
日
に
関
係
書
類
の
審
査
を
行
っ
た
の
ち
、

19
日
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
９
月

26
日
の
本
会
議
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
一
般
会
計
決
算
特
別
委
員
会
で
の

主
な
質
疑
応
答
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

  

　
　

  

　
　
決
算

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
は
、
両
立
し
て
い
く
べ
き

も
の
で
あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
施
策
を
展
開

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

多くの相談者が訪れる消費生活センター

委員会での関係書類審査風景

2511議会だより（本文）.indd   6 2013/10/18   19:39



7 平成25年 (2013年) 11月１日発行
市議会だより No.205

市
議
会

だ
よ
り

一般会計決算特別委員会質疑

置
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
の
基
準
で
は
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

１
人
当
た
り
80
の
生
活
保
護
受
給
世

帯
を
担
当
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
で
は
113
世
帯
と
な
っ
て
お
り
、
負
担
が
重

く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
。
今

後
、
就
労
支
援
や
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

本
市
の
観
光
振
興
の
中
で
、
観
光
協

会
に
対
す
る
補
助
金
の
内
訳
は
、
ど

の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ま
た
、
藤
原
鎌

足
公
に
ゆ
か
り
の
あ
る
阿
為
神
社
で
毎
年

「
蹴
鞠
の
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
観

光
資
源
の
発
掘
と
い
う
観
点
か
ら
、
ど
の
よ

う
な
支
援
が
で
き
る
か
。

観
光
協
会
へ
の
補
助
金
の
内
訳
は
、

運
営
補
助
と
し
て
470
万
円
、
事
業
補

助
と
し
て
430
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

阿
為
神
社
の
「
蹴
鞠
の
会
」
は
、
本
市
と
藤

原
鎌
足
公
に
ゆ
か
り
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
広

報
誌
等
で
周
知
し
、
観
光
協
会
で
は
、
蹴
鞠

の
会
の
日
程
に
あ
わ
せ
、
観
光
ウ
ォ
ー
ク
を

開
催
す
る
な
ど
の
支
援
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
方
自
治
体
に
お
い
て
、
非
正
規
職

員
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
現
在
の
雇

用
形
態
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。人

件
費
が
低
い
理
由
に
つ
い
て
は
、

職
員
数
と
給
与
水
準
を
抑
え
て
い
る

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
非
正
規
職
員
の
増
加

に
つ
い
て
は
、
人
件
費
を
抑
制
で
き
た
と
い

う
面
も
あ
る
が
、
正
規
職
員
と
比
較
し
、
そ

の
処
遇
を
含
め
、
経
常
収
支
を
考
慮
し
な
が

ら
、
思
い
切
っ
た
改
革
が
必
要
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

医
師
会
や
小
児
科
医
と
定
期
的
な
連
絡
会
を

開
催
し
て
い
る
。
ま
た
、
＃
８
０
０
０
番
と

は
、
大
阪
府
が
開
設
し
て
い
る
小
児
救
急
専

用
の
相
談
窓
口
で
、
夜
８
時
か
ら
翌
朝
８
時

ま
で
、
小
児
科
医
の
支
援
の
も
と
、
看
護
師

と
保
健
師
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。

本
市
の
人
件
費
は
、
北
摂
７
市
の
中

で
最
も
低
い
が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
光
夫

問

答

　
現
在
の
雇
用
形
態
へ
の
見
解
は

財
政
指
標
の
一
つ
と
し
て
、
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
導
入
が
必
要
と

考
え
る
が
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
算

出
方
法
と
平
成
22
年
度
か
ら
24
年
度
に
お
け

る
数
値
は
、
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る

の
か
。

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
、

歳
入
全
体
か
ら
市
債
借
入
額
を

引
い
た
も
の
と
、
歳
出
全
体
か
ら
公
債

費
、
償
還
金
を
引
い
た
も
の
を
比
較
す

る
財
政
指
標
で
あ
る
。
そ
の
状
況
は
、

す
べ
て
の
起
債
額
か
ら
見
る
と
、
22
年

度
は
28.5
億
円
、
23
年
度
は
5.5
億
円
、
24

年
度
は
19.7
億
円
で
、
い
ず
れ
も
黒
字
で

あ
る
。

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
桂
　
　
睦
子

問答

 

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
状
況
は

生
活
保
護
受
給
世
帯
が
増
加
し

て
い
る
中
、
平
成
24
年
度
は
市

の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を
一
人
も
増
員
し

て
い
な
い
。
就
労
支
援
な
ど
、
ケ
ー
ス

ワ
ー
カ
ー
の
負
担
は
非
常
に
重
く
な
っ

て
き
て
い
る
た
め
、
必
要
な
人
員
を
配

　
民
主
み
ら
い

　
　
　
　
　
中
村
　
信
彦

問

答

　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
充
実
を

生
活
保
護
に
係
る
医
療
扶
助
に
つ
い

て
、
本
市
の
一
人
当
た
り
の
扶
助
額

は
い
く
ら
か
。
ま
た
、
過
剰
請
求
や
、
転
売

目
的
で
の
薬
の
処
方
な
ど
の
不
正
受
給
に
対

し
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て
い
る
の
か
。

一
人
当
た
り
の
扶
助
額
は
、
約
84
万

円
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
不
正
受

給
等
に
つ
い
て
は
、
生
活
保
護
健
康
管
理
支

援
事
業
の
中
で
、
医
療
費
の
削
減
に
努
め
る

と
と
も
に
、
電
子
レ
セ
プ
ト
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
、
医
療
費
助
成
の
厳
正
な
審
査
を
行
っ

て
い
る
。

　
維
新
の
会
・
み
ん
な
の
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
中
井
　
高
英

問答 　
医
療
扶
助
の
適
正
受
給
を

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
中
内
　
清
孝

問答 　
観
光
資
源
発
掘
の
た
め
の
支
援
を

会 計 区 分 歳入決算額 歳出決算額 差　引

一 般 会 計 81,802,864,650 80,051,023,921 1,751,840,729

特
別
会
計

財 産 区 会 計 5,647,838,144 167,165,752 5,480,672,392

国民健康保険事業会計  27,148,257,904 27,018,972,833 129,285,071

後期高齢者医療事業会計 2,990,564,675 2,881,572,100 108,992,575

介 護 保 険 事 業 会 計 13,467,215,767 13,245,595,435 221,620,332

公共下水道事業会計 7,718,013,475 7,671,416,505 46,596,970

合 計 138,774,754,615 131,035,746,546 7,739,008,069

水 道 事 業 会 計
（ 収 益 的 収 支 ） 4,868,642,854 5,020,225,327 △ 151,582,473

平成24年度各会計別歳入歳出決算額 
（単位：円）
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